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　　お帰りなさい！　・

昨年の12月31日、イベント企画集団

「フォー・ユー」の皆さんが倉下地内で今

回で3回目となるスノーキャンドルで帰省

客等の皆さんを迎え入れてくれました。

この広報紙は、再生

紙を使っています。

新年あげまじでおめでとうございます



　
謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
御

健
勝
に
て
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
御
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
新
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
佳
き
年
で
あ
る

こ
と
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
旧
年
中
は
、

村
政
に
つ
き
ま
し
て
ひ
と
か
た

な
ら
ず
御
協
力
を
賜
り
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
こ
と
、
中
里
村
長

に
就
任
以
来
、
2
期
8
年
の
任

期
を
満
了
し
、
昨
年
1
1
月
2
5
日

告
示
さ
れ
ま
し
た
選
挙
に
立
候

補
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

中
里
村
長

再
び
無
投
票
当
選
の
栄
を
賜
り
、

村
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
と

同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ

り
ま
す
が
、
村
民
の
付
託
に
応

え
て
、
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、

誠
心
誠
意
「
活
力
あ
る
明
る
い

村
づ
く
り
」
に
一
所
懸
命
頑
張

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何

卒
よ
り
一
層
の
御
指
導
、
御
鞭

捷
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
経
済
情
勢
に

，
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

も
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
景
気
低
迷
は
益
々
深
刻
さ

を
増
し
、
国
民
の
不
安
は
つ
の

る
一
方
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
っ
て
政
府
は
財
政
再

建
の
た
め
、
平
成
1
0
年
度
は
公

共
事
業
費
7
％
減
の
方
針
を
打

ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

は
4
年
続
き
の
豊
作
で
あ
り
ま

し
た
が
、
米
余
り
間
題
は
益
々

深
刻
な
状
態
と
な
り
、
今
年
は

35

％
増
の
減
反
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
き
わ
め
て
厳

し
い
内
外
の
情
勢
で
あ
り
ま
す

が
、
果
敢
な
る
有
効
な
諸
施
策

を
一
日
も
早
く
打
ち
出
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

我
中
里
村
と
し
て
も
、
村
民
生

講麟
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活
に
不
安
な
き
よ
う
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
昨
年
そ
れ
ぞ

れ
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
”
ミ

オ
ン
な
か
さ
と
”
”
清
津
峡
渓
谷

ト
ン
ネ
ル
”
に
つ
い
て
は
、
依

然
と
し
て
好
況
を
持
続
さ
れ
て

い
ま
す
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
昨
年
は
、
さ
る

平
成
7
年
に
災
害
で
崩
壊
し
た

名
勝
天
然
記
念
物
”
田
代
の
七

ッ
釜
”
が
建
設
省
湯
沢
砂
防
事

務
所
に
よ
り
ま
し
て
全
国
初
め

て
の
擬
岩
ブ
ロ
ッ
ク
工
法
で
見

事
に
復
旧
し
、
ま
た
一
つ
中
里

村
の
観
光
名
所
が
復
活
し
、
．
広

く
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
1
2
月

に
は
温
泉
交
流
施
設
“
ゆ
く
ら

妻
有
”
が
竣
工
し
、
今
春
か
ら

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
休
業
中
で
あ
り
ま
し
た

清
津
ス
キ
ー
場
は
、
新
し
く
ビ

レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
の
建
設
、
コ
ー

ス
、
リ
フ
ト
の
増
設
に
よ
り
、

大
規
模
ス
キ
ー
場
と
し
て
リ
ニ

ユ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し

た
。
特
に
若
い
人
に
人
気
の
ボ

ー
ド
も
大
歓
迎
で
あ
り
ま
す
。

　
待
望
久
し
か
っ
た
、
中
里
村

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
に

つ
い
て
は
、
国
県
の
諸
般
の
事

情
に
よ
り
、
福
祉
法
人
設
立
認

可
が
大
幅
に
遅
延
し
た
た
め
に
、

11

月
1
4
日
に
よ
う
や
く
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
平
成
1
1
年
4
月
に

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
化
時
代
に
対
処
し
て
、

老
人
福
祉
の
充
実
は
行
政
の
重

要
課
題
で
あ
り
ま
し
て
、
村
民

皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
私
は
、
村
政
に
対
す
惹

姿
勢
と
し
て
、
常
に
村
民
と
の

対
話
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
特
に
昨
年
は
、
村
政
座
談

会
を
村
内
各
地
に
お
い
て
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
御

意
見
、
御
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
中
里
村
の

発
展
の
た
め
に
何
と
言
っ
て
も

重
要
な
こ
と
は
、
道
路
条
件
の

整
備
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
道
、
県
道
、
広
域
農
道
を
は

じ
め
、
主
要
村
道
の
改
良
が
急

務
で
あ
り
ま
す
。
関
係
地
域
、

地
権
者
の
特
段
の
御
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
強
力
に
推
進
す
る

所
存
で
す
。

　
中
里
村
長
3
期
目
の
立
候
補

に
際
し
、
農
業
の
振
興
を
は
じ

め
、
観
光
と
商
工
業
の
振
興
、

高
齢
者
対
策
及
び
福
祉
の
充

実
、
道
路
網
の
整
備
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
生
涯
学
習
の
充

実
を
政
策
の
一
環
と
し
て
揚
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

公
共
下
水
道
な
ど
継
続
事
業
も

含
め
、
21
世
紀
に
向
け
て
「
誇

り
の
も
て
る
村
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
決
意
新
た
に
取
り
組
む

所
存
で
す
。
村
議
会
を
は
じ
め
、

村
民
の
皆
様
の
倍
旧
の
御
指
導

と
御
支
援
を
御
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

　
今
年
は
蜜
年
。
虎
は
モ
支
の
3
番
目
、

食
肉
目
ネ
ヨ
科
の
動
物
驚
す
。
ラ
イ
詫
ン

が
勤
ア
フ
リ
カ
の
百
獣
の
王
」
な
ら
、
虎

は
鷺
認
灘
罪
の
薫
獣
の
董
』
驚
ず
。
ウ
ス

黎
ー
欝
シ
ア
と
中
国
の
国
境
地
帯
）
、
中

国
炎
陸
、
朝
鰭
馨
島
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、

温
帯
か
ら
熱
帯
地
叢
に
か
け
羅
広
く
生
慧

繊
蓬
繍
ま
該
が
．
臼
本
列
農
に
は
野
生
の

虎
ぽ
憐
濠
越
ん
。

　
臼
添
の
文
献
に
初
め
羅
虎
が
登
場
し
だ

の
ぽ
蹴
霞
本
書
紀
㌧
驚
、
欽
明
天
塁
の
欝

奪
嶽
籔
4
5
奪
）
に
、
薗
済
驚
虎
退
治
を

態
羅
．
そ
の
皮
を
臼
漆
に
持
ち
帰
蓼
だ
太

が
麟
悉
と
鯵
霧
蟻
畿
が
記
さ
れ
で
い
ま
ず
。

螢
畿
捲
虎
懸
圏
本
儀
醸
だ
の
は
寛
平
建
年

薦
霧
鐙
盤
葬
）
謹
繍
わ
薦
、
そ
の
後
、
江
戸

騎
総
灘
は
．
虎
は
冤
懸
物
と
し
難
注
戸
・

羨
阪
嶽
悲
灘
國
蓼
羅
麟
た
よ
う
避
ず
。

　
多
《
の
戴
瀬
麓
遊
鑓
墜
れ
る
ま
う
に
な

類
灘
の
麟
．
動
物
園
懸
普
及
ず
る
漢
蚤
に

灘
蓼
羅
懸
騒
灘
講
o
鶴
欝
か
じ
、
虎
は
羅
と

灘
選
糠
馨
縫
謙
嚢
登
場
縷
欝
か
鰯
親
し
ま

撚
灘
麟
諜
麟
嬢

　
総
擬
総
懸
麹
蓼
難
麟
る
閑
虎
の
藩
騒
懲
．

雛
翻
懸
叢
の
、
泌
蔵
の
懸
の
彪
繍
蓼
羅
遷
¢

類
虎
鎌
巌
灘
蟻
綾
灘
馨
麓
鎗
を
繹
襖
騒
蕩
．

麓
の
暴
懸
養
謹
懸
篭
の
逡
響
禰
慧
蘇
懸
犠

、
癒
険
叢
霧
難
懲
麟
擬
醸
霧
の
繧
籍
認
繍

・
巻
戴
鯵
麟
戴
騒
懸
麟
灘
麟
騨
威
勤
麟
綴
鰯

懸
麟
騰
毯
麟
麟
渥
遷
認
撲
、
顕
虎
期
壌
㎏
鐵
．

『
灘
翻
麹
懸
ぽ
嫌
墜
灘
疑
灘
惣
だ
の
駿
最

遜
麟
纐
諜
緯
鑓
懸
撚
謙
懸
溺
。
斜
虎
の
巻
繕

麟
．
懸
継
懸
雛
麟
蘂
法
の
秘
緩
蓬
認
麟
捲

書
鞠
の
蓬
罎
¢
以
前
ぱ
．
学
鑑
慰
撮
灘
8
が

参
蕃
書
な
ど
を
置
う
呼
ん
だ
も
の
羅
ず
が
、

羅
の
欝
葉
も
は
や
ら
な
く
な
り
ま
じ
た
。

　
ま
た
．
虎
は
強
麟
茜
の
．
恐
ろ
じ
“
お

の
の
だ
と
鳶
に
毛
よ
瓢
使
わ
れ
ま
ず
講
虎

視
眈
眈
犠
麗
の
威
を
か
る
墾
麗
の
羅

を
踏
欝
』
勤
虎
は
モ
璽
穫
っ
羅
蕃
璽
還
る
」

翁
廃
ぽ
飢
驚
董
驚
死
肉
を
麓
わ
謬
篇
顕
虎
は

死
じ
羅
皮
を
残
ず
輪
な
8
、
枚
挙
縫
い
畿

ま
が
お
り
漢
慧
ん
¢
だ
だ
態
、
酔
蓼
払
憾

の
糞
器
溺
ぱ
憐
た
だ
麟
蒙
懲
麹
。

　
畿
羅
ろ
避
．
参
葎
の
奪
鐸
翻
譲
の
慧
匠

の
題
樹
ぱ
、
福
鶴
県
の
郷
糞
琉
輿
饗
蕃

張
壌
畢
の
虎
駄
羅
ず
。
羅
職
は
、
郡
幽
蒲

の
あ
巻
通
称
．
．
灘
範
屋
敷
溜
羅
作
墜
就
羅

糠
る
張
壌
子
の
競
翼
羅
塗
。
灘
璽
畿
憾
う

の
は
、
木
偶
の
こ
と
驚
．
本
彫
拶
の
灘
璽

醸
紙
を
張
っ
羅
張
縷
緕
蓬
作
の
ま
誘
。
職

人
匙
海
の
佳
事
場
懸
集
諜
鍛
難
麟
る
の
が

溌
璽
屋
敷
灘
．
護
羅
羅
作
ら
聡
羅
繍
る
黙
箋

巻
駒
聾
懸
．
昭
湘
麗
奪
の
第
遷
團
の
難
繋

翻
萎
鷹
採
翻
溢
燕
塞
繊
捲
⑤
、

　
箋
巻
張
壌
藩
の
欝
籔
ぽ
顕
腰
薦
薦
鉱
縫
繍

蓼
鷺
腰
癒
蕩
綾
あ
麟
蓬
威
嚇
籔
羅
麟
蕎
』

威
勢
の
繍
翻
姿
懸
特
徴
驚
駿
、
悪
懸
鑓
捲
・

畿
灘
議
遷
難
懸
懸
獅
驕
麟
感
鱗
纐
麓
羅

鰹
。
製
礁
欝
の
一
叢
ぽ
嚢
蓼
話
麟
羅
驕
諜

騰
。
類
護
蓬
の
灘
濁
麟
塑
穂
聴
稀
繊
叢
の
懸

残
蓼
懸
麟
懇
．
辮
麟
驕
難
の
難
癒
の
簿
蓬

踏
襲
嫉
蓬
麟
蒙
綾
。
漆
薄
購
磯
儲
麟
騰
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

、
晃
捻
叢
懲
ぽ
畿
総
遷
麟
灘
懸
鍛
懸
め
嚢
猫

、
が
遜
灘
鐵
灘
嶽
蓼
悲
の
懸
懸
骸
擬
諜
懸
灘
、

　
麟
驚
灘
縫
籔
蓬
懸
麟
奪
麟
鯛
癒
麟
諾
題

あ
糞
慧
嚇
難
羅
籔
難
。
饗
難
麟
麓
の
漢
褻

機
、
講
勢
謙
嚢
懸
灘
麟
籔
懸
繍
懸
の
鷺
灘
“
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鍵
獺　擁

雛鑓誌羅灘鍛凝綴灘撚嚢灘欝灘糠獲獲繍難灘馨．悪懸離凝鐵鍵様霧灘醐醸

送勝轡難凝鍵認嚇講趨、．

　村憺お雛罎彰懇鐵野那類狡体驚鎗鱗鱈震塗雛礁溝潔鱗蕪一協懇難餐饗釜難蕪麟護籔饗脅Jな

ど’96年に引き続き穴きな事業が完成した葎羅魅あ⑳濠す桜．また．鷺謎ンなかさとJと「清

津峡渓谷トンネル」の入り込みが順調に推移してきている年でした。

　さらに’98が村民の皆さんにとってステキな年でありますようお祈り申し上げます。

3月▼ミオンなかさと25万人達成！
　　　中央が25万人目の中島拓馬くん（津南町）

　　　　　　　　　　梶
　　　　　　　　一　来

一ナ倉奮

五一者
万
メ、，．

塞灘　．、 ．慧

鰭

雛　
隷

　
　
　
募

　
　
　
鞘

鑑

蔑

難

　
　
　
　
　
　
　
秘
　
・
　
．
ー
　
、
婁
．
．
蔀
翻
翻
調
棚

難
難
辮
難
．
　

翼
懸
鞍
簾

1
月
く
な
か
さ
と
「
議
会
だ
よ
り
し
復
刊

3月▼ヴィリゾート中里雪原カーニバル’97

6月▼清津峡渓谷10万人達成！
　　　中央が円万人目の太田キクエさん（津南町）

5月▼貝野小学校体育館・給食室改築竣工
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7
月
く
ス
タ
シ
ス
氏
と
お
面
づ
く
り

10月▼清津スキー場竣工

11月▼全国初の擬岩ブロツクを使用した七ツ釜

11月▼中里中学校生徒が初の模擬議会

’97主なできごと

4月●なかさと「議会だよりコ復刊

　●ナiホトカ豊沈没事故による重油回収作業に村民参加

2月●沖縄県仲里村との「第42回なかさと交流会雛

　●村内小学校親善スキー大会

3周；●ほくほ《線開通

　●藁鱗ンなかさと25万人達成

　●雪原カー籔バ叛’97

4闇●帝囲購地域消防署輝薦i分署滋業務開始

　●樹政劫蜷蕎襲琶表彰蔓広圏謙治慈癒・高野蓬一鰹籾）

籔爲●戯騰

　◎貝野懲嚢榛体欝館・総震嚢i改築竣董

　●顔幽陪iンi馨鐵貫通

6月o溝津峡渓谷陛ン制闘③濾火達成

　o串璽秘．交通安全鈎労驚自治犬臣表彰を受賞

　○村を壌場鷹双防訓練

7周○『申里村空き缶投麟捨誕篭紡止縫関する条翻勤施癒

　○溝灘ス蕪・一場盤棟式

　○交通安塗優慶校驚圏沢鵬学榛県知繋表彰を受叢

　●藁誹ンな襟さ灘開業難麗難

　○ス翻聾鎌鴎巻お薗嚇《壌

　◎ゆ擬ら嚢嚢趨羅式

8網●お盆麟欝種羅獄i勤鰺蓬繋施

　●溝灘醸鵬嚢糠魏嚢溺霧講蓬聾繊蓬難験

9i麗礁駄福継爽餐纏⑳⑧歳以盤8霧

　　蔓魏幽慧璽鑛癒・欝橋懸灘懸麹・徳難灘灘叢離糞

　○簗通繋盤優麓榛畷蔑遵幽螂嚢糠蹴県讐察灘蔀鑛i．県

　　交通幾塗協翁長の蓮醤謙彰を受賞

　○鷹慶《騒嚢葡鋤盤棟講

　●溝灘糠渓釜隆勤鱗襯隣開業耀周難

耀o月●溝灘鍛鐵響場竣ii董

　●瀧澤鋸灘謬擁．食鑑藩醗善劫捲鞍認馨鑓議叢遜受叢

斜周●趨膨釜灘磯防災霧篠隅関蓮緊i急蒙業灘釜国鵜の擬岩

　　鋸㊧製耀難縫麗塵．欝現

　◎纏騙舞線灘藪糠離騰灘霧欝開灘魏成國盟謙設灘

　o璽璽鱒嚢榛盤縫模擬議餐難癒麟

　◎高恭成藩鑑盤．総蕃藻鷹奨励蒙懸受賞

　◎県灘謎籔鍵展羅懸糞。優秀黛受禦．

　備鑛麟服部榛琶霧・優秀鑛欝藤翼恭霧覧謬灘．幽團

　　嘉鞭霧）

　●樹嚢選馨　幽本茂穂氏醗選

魏周●蜷劉養護考購淋一幽露慧耀荘鋤趨璽載、

　○験卿欝鰹購一翻灘鎌豫騰認簾野譲錘懸榛製翻華難一懸

　　重嚢．奮葵灘懸霊叢を受賞．翻蕪謹続塗歯茨繋鎌　．

　●購麟騒嚢翻竣灘
　◎炎通瀦雄蕪故謹i圏篶続圏数巻麓轟遜　．．

平成10年1月10日広報なかさと5



“

　
1
2
月
2
0
日
ω
、
芋
川
地
内
に

建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
中
里

村
地
域
農
産
物
等
活
用
型
総
合

交
流
促
進
施
設
「
ゆ
く
ら
妻
有
」

の
施
設
が
完
成
し
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
「
ゆ
く
ら
妻
有
」

ま
、
木
造
2
階
建
て
延
べ
床
面

積
4
5
2
　
8
㎡
（
1
階
2
8

　
　
2
4
㎡
・
2
階
1
6
8
、

5
6
㎡
）
で
、
1
階
に
男
女
浴

室
、
休
憩
コ
ー
ナ
ー
や
売
店
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
2
階
に

ま
、
都
市
交
流
実
習
室
と
ふ
れ

あ
い
加
工
体
験
室
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
4
月
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
開
業
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
ゆ
く
ら
妻
有
の
運
営

に
つ
い
て
は
「
ミ
オ
ン
な
か
さ

と
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
㈱
な

か
さ
と
が
行
い
ま
す
。

影▲ゆくらの前

▲浴室（IF▲休憩コーナ

〃．

▲都市交流実習室（2F）▲ふれあい加工体験室（2F）
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す
ご
い
，
●
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
年
連
続
全
国
大
会
出
場

　
1
2
月
7
日
㈲
、
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
に
お
い
て
新
潟
県
リ
コ
ー
ダ
ー

教
育
研
究
会
主
催
に
よ
る
「
第
2
3
回

新
潟
県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
、
貝
野
小
学
校
が
重
奏
、

合
奏
の
部
に
出
場
、
み
ご
と
両
方
と

も
金
賞
を
受
賞
し
、
こ
れ
で
1
1
年
連

続
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
小
学
校
、
中

学
校
、
一
般
で
4
2
団
体
が
出
場
し
、

演
奏
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
貝
野
小

学
校
は
五
重
奏
（
曲
目
⊥
二
つ
の
小

品
）
と
合
奏
（
曲
目
”
バ
ラ
ー
ド
・

ブ
ル
ー
ス
・
リ
ウ
ス
）
と
も
児
童
が

息
を
ピ
ッ
タ
リ
と
あ
わ
せ
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
お
り
、
す
ば
ら

し
い
演
奏
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
練
習
に
更
な
る
研
き
を

か
け
、
3
月
2
7
日
に
埼
玉
県
所
沢
市

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
の
ぞ
む

．
も
の
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
貝
野
小
リ
コ
ー
ダ
ー

　
1
月
6
日
、
午
前
1
1
時
よ
り
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
中

里
村
消
防
団
本
部
分
団
、
各
分
団
班
長
以
上
の
70
名
が
出
席

し
、
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
消
防
団
長
が
「
中
里
村
で
は
無
火
災
が
2
年
連
続
続

い
て
い
ま
す
。
広
域
で
は
中
里
村
だ
け
で
す
。
今
後
も
こ
の

無
火
災
が
続
く
よ
う
予
防
体
制
の
確
立
に
万
全
を
尽
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
村
長
も
「
無
火
災
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
は
、

日
頃
団
員
の
皆
さ
ん
か
ら
消
防
意
識
を
村
民
に
P
R
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
一

年
も
．
一
致
結
束
し
て
決
意
を
新
た
に
し
て
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
し
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

警戒を実施1
　
1
2
月
1
1
日
か
ら
31
日
の
間
、
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

展
開
さ
れ
、
そ
の
期
間
の
1
2
月
12
日
働
夜
、
十
日
町
警
察
署
、

村
交
通
安
全
指
導
員
、
村
交
通
安
全
協
会
の
み
な
さ
ん
が
村
内

の
飲
食
店
を
回
り
飲

酒
運
転
防
止
の
呼
か

け
を
行
い
、
そ
の
後

ま
、
1
1
7
号
線
上

山
地
内
に
お
い
て
は
、

山
本
村
長
も
加
わ
り

道
ゆ
く
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
の
マ
ス

コ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を

配
布
し
な
が
ら
「
安

全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
ド
ラ
イ
ノ

ー
に
呼
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

重
地
の
鈴
木
敏
さ
ん

　
　
　
　
　
村
に
2
0
万
円
を
寄
付

　
村
の
た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

重
地
の
鈴
木
　
敏
さ
ん
か
ら
2
0
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年

12

月
に
行
わ
れ
た
定
例
議
会
の
一
般

会
計
補
正
予
算
案
に
計
上
し
「
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
基
金
」
に
す
る

こ
と
を
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

漣
ミ

平成10年1目10日広報なかさと7



．
轟

、1

快
適
な
入
浴
と
睡
眠
で
心
身
の
疲
労
を
1
0
0
％
回
復

入
浴
と
質
の
高
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
、
朝
の
目
覚
め
は
ス
ッ
キ
リ
さ
わ
や
か
。
気
分
新
た
に
さ
わ
や
か
な
1
日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

い
つ
も
は
つ
ら
つ
と
し
た
状
態
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
，
効
果
的
な
休
息
法
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

睡
眠
は

量
よ
り
質
が
決
め
手

　
睡
眠
時
、
外
見
上
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
脳

波
な
ど
を
調
べ
て
み
る
と
い
く
つ
か

の
段
階
が
サ
イ
ク
ル
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
疲
れ
を
と
り
、
十
分

な
成
長
を
促
す
た
め
に
は
8
時
間
の

睡
眠
が
必
要
で
す
が
、
睡
眠
時
間
に

か
か
わ
ら
ず
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
と
よ
ば

れ
る
入
眠
時
の
深
い
眠
り
、
そ
し
て

深
夜
2
時
か
ら
夜
明
け
に
か
け
て
出

現
し
や
す
い
レ
ム
催
眠
を
い
か
に
と

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
ま
す
。

熟
睡
す
る
た
め
に
は
量
よ
り
質
、
つ

ま
り
レ
ム
、
ノ
ン
レ
ム
と
も
に
不
足

し
な
い
よ
う
に
早
め
に
就
寝
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
え
ま
す
。

仮
眠
に
よ
っ
て
変
わ
る

疲
労
回
復
効
果

　
休
息
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
睡
眠
時
間
が
必
要
だ
と
考
え

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
わ
ず
か
1
5

分
ほ
ど
の
仮
眠
に
も
予
想
以
上
の
効

果
が
あ
る
の
で
す
。
一
般
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
を
対
象
に
行
わ
れ
た
調
査
で

は
、
昼
食
後
に
薄
暗
い
静
か
な
場
所

で
1
5
分
問
仮
眠
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

眠
気
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
脳

の
反
応
時
問
も
向
上
し
た
と
い
う
結

果
が
で
ま
し
た
。
ま
た
、
目
を
閉
じ

て
い
る
だ
け
で
も
同
じ
よ
う
な
効
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
問
が
な
い
か
ら
と
か

ら
だ
を
酷
使
す
る
の
で
は
な
く
、
疲

れ
た
と
き
は
仮
眠
を
と
っ
て
効
果
的

に
か
ら
だ
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

からだにやさしい入浴法

分
O
～
0

2
　
つ
》

1．ぬるま湯から徐々に水温を上げる
　ちょっとぬるいなと感じるぐらい（36度く

らい）から徐々に水温を上げていきます。（43
度くらし、まで）．その間、20－30分かけて湯船誰

につかり、じっくり温まります。高血圧の人

懸畠暑擶麟諜農囁
して下さい◎

2．部分的にお湯につかる

　膝から下を湯船につけて10秒数えます◎次

におへそまで入り、同じく10秒数えます。そ

の後全身を入れ、ゆっくり温まります。足か

ら温めることにより、血液が下半身から心臓

へ戻るのを助けてくれる入浴法です。湯船か

ら出るときも入ったときと同様に徐々に上が

ります。

3．熱い湯と冷たい湯を交互に浴びる
　最初は熱い湯が40度、冷たい湯が35度から

始め、慣れてぎたら冷たい湯を30度位まで下

げます。浴び方は熱い湯を5分、冷たい湯を

5分、最後にまた熱い湯を3分といった具合

に、交互に浴びます。血管の収縮、拡張を活

発にし、肌を引き締める効果があります。

目的別入浴法

目
　
　
的

入
　
　
浴
　
　
法

効
　
暴
・
漣
　
慧

ス
擬
鎗
ス
の
解
溝

40

度
以
下
の
お
湯
に
時
問
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
る

高
ぷ
っ
て
い
た
神
経
が
落
ち
着
き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

蜜
眠

38

度
～
4
0
度
く
ら
い
の
ぬ
る
ま
湯
に
時
問
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
る

か
ら
だ
の
緊
張
が
取
れ
て
入
眠
に
適
し
た
状
態
に
な
る

目
覚
め

42
度
～
4
3
度
の
や
や
熱
め
の
湯
に
短
時
問
つ
か
る
。
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
も
よ
い

神
経
が
刺
激
さ
れ
、
心
身
の
緊
張
が
高
め
ら
れ
る

搬
籐
降
下

38
～
4
0
度
の
ぬ
る
ま
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
る

熱
い
湯
は
瞬
問
的
に
血
圧
を
上
げ
る
の
で
避
け
る
よ
う
に
す
る

是
の
磐
蓑
轟
解
消

40

度
前
後
の
や
や
ぬ
る
め
の
た
っ
ぷ
り
の
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
る

水
圧
の
降
下
に
よ
り
、
む
く
み
が
解
消
さ
れ
る

美
肌

新
湯
は
避
け
、
3
8
～
4
0
度
く
ら
い
の
ぬ
る
め
の
湯
に
つ
か
る

あ
ま
り
熱
め
の
湯
だ
と
肌
が
乾
燥
し
や
す
く
な
る

．急〆

ン
　
　
ン

．
！
》

すっきり圓覚めで快適な1日の始まりを

1．寝起きには一杯の水を
胃腸を適度に刺激し、からだの中から目覚めさせてくれます。

2．シャワーを浴びてさっばりスッキリ
やや熱めのシャワーは交感神経の働ぎを活発にし、血液の循環

を促します。

3．目覚めの伸びを大切にする
ゆっくりと深呼吸をしながら行い、からだをほぐしましょう。

4．朝食をとってエネルギーの補給を
朝食は大切なエネルギー源。きちんと食べましょう。

●

●

8



①安らぎを感じる寝室づくりを

　寝室には観葉植物をおいたり天然素材

のカーテンを掛けたりして、自然を感じ

させる工夫をしましょう。また、快眠に

は明るくて落ち着いた色が効果的です。

軽くて暖かみのあるべ一ジュや淡い黄色

などの配色にするとよいでしょう。

④自分だけの入眠儀式を見つける

　本を読んだりリラックスできる音楽を

聞くなど、心地よい眠りに自然に落ちて

いくための自分なりの入眠パターンを見

つけましょう。ただし、あまり熱心に行

うと逆効果に。あくまでも習慣的なもの

として行います。

②寝る前に少量のお酒を

　羊の数を数えたり、枕元にタマネギを

置くなど、眠るための習慣には昔からさ

まざまなものがあります。おすすめなの

は、少量のお酒を飲んで緊張感をほぐす

方法。ただし深酒は喉が乾き、逆効果に

なります。量はほどほどに。

③正しい姿勢を保てる寝床を

　からだと接する部分が適度に柔らかく、

その下に硬い層があるものが理想的です。

柔らかすぎると体か沈んで背骨のカーブ

が大きくなり、背や腰を痛めてしまいま

す。選ぶときは仰向けに寝て、へその裏

側が2～3cm浮くものを。

⑤香りを」煮底活用する

　ラベンダーや白檀などの鎮静作用のあ

る香水を1滴枕元に垂らしたり、入浴剤

として利用すると、高ぶっていた気分が

落ち着き、熟睡することができます。ま

た、朝の目覚めもさわやかに。男の人も

敬遠しないで、一度試してみてください。

⑥ぬるま湯にどっぶりとつかる

　寝る前に、ぬるめのお湯に再び入りま

す。38度前後のお湯に30分ほどじっくり

つかるとからだが温まり、副交感神経の

働きも活発になります。なかなか眠れな

いという人には、膝から下を40度程のお

湯につける部分欲をおすすめします。

吟

≦38隻．

　　〆♂蘭””顧鱒轍騨”顧顧篇”閣囎聯聯”零顧“鱒聯”閣”囎葡印卿騨””贈囎篇鱒”””騨””囎嘱““一”聯聯甲甲一一－印聞騨鴨、、、、

瀬　　．簿南地域衛生施設組犠　4月から古紙の収集iを始めます17分別となりま凱　　　＼

訴　　　　難らのお知ら慧　　一雑謙段ボール噺聞際ラシを新たに回収します一一　　、
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　　　1。現荘《燃疑る謬議の圏〉鷹出じてもらっている〈雑誌〉〈ダンボール＞〈新聞・チラシ〉を本年　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　　　　　4翻課駿《畜紙の圏》とじ癒収集じます◎　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　l

l　　2．収集は周鷺圃悪ず。収集臼はごみカレンダー（3月配布嶺建）で確認してください。　　　　　　　　I

l　　3。ステーションヘの出じ方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　鰍鵜〉〈鐵網レ＞〈新聞・チラシ＞をそれぞ綻とにひもで＋字蘇ねて紙片等で稲　i
l　　　　　　をつ瞳悪出じてください、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　4．溝掃セiン翻一への直接搬入について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　　　㈲薩接持誉込あ場含も吉紙の分別をしてください。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　1
穫　　　　⑨ステーシ碧劃こ出す場合と同様に種類ごとにひもで十字に束ねて搬入してください。　　　　　　ノ

＼、　　　リサイクルについての閤い合わせは、津南地域衛生施設組舎へ　盈65－3495　　　　　！／
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

幽
霧

⑭

こ
副
編
灘
欝
鑓
い

　
　
　
　
　
耀
繊
襲
響
金

　
村
で
は
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
、

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
等
学
校

以
上
の
学
校
入
学
者
の
皆
さ
ん
に
、

入
学
準
備
金
及
び
奨
学
金
の
貸
付
け

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
準
備
金
・
奨
学
金
と
も
無
利

息
で
、
し
か
も
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
期
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

　
　
1
月
1
6
日
㈹
～
3
月
1
6
日
㈲

◆
資
格

　
　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

　
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
。

・奨学貸付金

き
お
さ
こ

　
　
　
田
人

　
若
お
大

番
　
M
す
ら

が
C
で
も

ん
と
う
て

　
と
そ

政
こ
だ
育

太
る

　
　
　
な
気

す
食
　
　
元

ま
　
　
や

　
　
　
　
ま

て
な
姉
ん

屡　　分 貸付金月額 貸付期間 据置期聞 返済期闘

高等学校 10，000円

貸付開始の月から

正規の修業期間が

終了する月まで

6ケ月

貸付期間の

1．5倍に相当

する期間内

高等専門学校

専修学校
20，000円

大　　　　学 30，000円

・入学準備貸付金

区　　分 貸付金額 据置期闇
　　・’
返済期關

高等学校 200，000円以内

1年 40ケ月以内
高等専門学校

専修学校
300，000円以内

大　　　　学 400，000円以内

◆
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
中
里
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
課

　
　
智
6
3
1
4
4
6
0
・
4
4
7
8

働
聾
鐵
懸
欝

高
等
慧
撚
載
羅
蓬
！

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
・
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
次
に
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
募
集
し
て
い
る
学
校

・
定
時
制
課
程
（
県
立
）

高十六小三　　　　長五＿新西船
田　　　　　　　　　　　岡　　豊発新
　日　日南　　　　　　　　　　　明　　浦田発
城町町出条　　　　徳泉）南田江

裳
校夜午　　　　　　　　　夜午

間前普普普普普間前普商普　　普普
部部通通通通通部部通業通　　通通

禦
科

1　　1　　　　　1　　1　　1　　1　　1　　3　　　　　1　　1　　　　　1　　1 嚢
級

35　35　　　　40　40　40　40　35　105　　　　40　40　　　　40　40 建
翼

・
定
時
制
課
程
（
私
立
）

学
　
　
校
学
科
挙

志
機
械

鏡
普
通

　
午
前
部

　
夜
間
部

・
通
信
課
程

嘗
　
校
難
科
募
集
薙
撰

新
潟
普
通
若
干
人

高
田
南
城
　
普
通
　
　
若
干
人

◆
応
募
資
格

・
平
成
1
0
年
3
月
に
中
学
校
も
し
く
は

こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

・
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

校
を
卒
業
し
た
者

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

◆
願
書
の
提
出

・
定
時
制
課
程

　
　
2
月
1
2
日
～
2
月
17
日

・
通
信
制
課
程

　
　
2
月
2
4
日
～
4
月
3
日

◆
学
力
検
査

・
定
時
制
課
程

　
　
3
月
n
日
　
国
語
、
数
学
、
英
語

　
の
3
教
科
と
し
、
ほ
か
に
面
接
を
実

　
施
し
ま
す
。

・
通
信
制
課
程

　
　
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
出
願
手
続

　
　
出
身
中
学
校

・
学
習
内
容
等

　
　
出
願
す
る
高
等
学
校

・
そ
の
他

　
　
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

　
智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1
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火
災
簸
防
擦
羅
の

　
　
　
　
　
　
蓼
襲
．
！

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
火

災
の
な
い
街
を
願
い
、
防
火
の
関
心

が
高
ま
る
よ
う
な
火
災
予
防
標
語
を

広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
で
ど
し
ど
し
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

標
語
は
、
平
成
1
0
年
度
の
火
災
予
防

運
動
の
際
に
管
内
全
戸
に
配
布
す
る

チ
ラ
シ
に
出
品
者
の
住
所
・
氏
名
と

あ
わ
せ
て
掲
載
す
る
な
ど
各
種
火
災

予
防
広
報
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
テ
ー
マ

　
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
標
語

◆
応
募
資
格

　
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
の
い

ず
れ
か
に
在
住
す
る
方
。

◆
応
募
方
法

　
未
発
表
の
作
品
1
人
1
点
と
い
た

し
ま
す
。

　
｝
般
作
品
（
中
学
生
以
上
）
と
小

学
生
以
下
の
作
品
を
わ
け
て
募
集
い

た
し
ま
す
。
官
製
は
が
き
に
標
語
及

び
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切

　
　
2
月
1
0
日
㈹

◆
表
彰

・
｝
般
の
部

　
最
優
秀
賞
1
点
　
優
秀
賞
1
点

・
小
学
生
の
部

　
最
優
秀
賞
1
点
　
優
秀
賞
1
点

◆
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
4
8
1
0
0
3
6

　
十
日
町
市
大
字
北
新
田
1
番
地
1
0

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
　
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

総

補助を受けて実施していますので安

攻材は貸与または無料で支給します。

二なり次第、締切ます）

雪己入の上、写真（免許証用程度の大

してください。（申込書は、訓練校

li練校　盈52－3803

科　　　目 定員 期　間 時　　間 経　　　費

建築製図科 15人
　6か月

（4月～9月）

19：00～21：00

週3～5回
（土・目・祝日休）

授業料60，000円（全期分）

テキスト代約6，000円

コンピュータ科 15人
　6か月

（4月～9月）

19：00～21：00

週3～5回
（土・目・祝日休）

授業料90，000円（全期分）

テキスト代約5，000円

ワープロ科

8人 4月ゴース 19：00～21：00

週2回（土・日・祝日休）
授業料27，000円（全期分）

テキスト代約3，000円

8人 6月コース
8人 8月コース 19：00～21：00

週3回（土・日・祝日休）8人 10月コース

経理事務科 10人
　8か月
（4月～H月）

ig：00～21：00

　週2何
（土・日・祝目休）

授業料65，000円（全期分）

テキスト代約2、000円

測　　量　　科 20人
　3か月

（5月～7月）

19：00～21：00

　週2回
（土・目・祝日休）

授業料48，000円（全期分）

テキスト代約2，000円

建　　築　　科 田人
　3日間
（ll年2月上旬）

9：00～16：00
授業料20，000円（全期分）

テキスト代約2，500円

　　　綴墾

最｛大・藷や驚｝如来寺

齢｛石澤恭満子｝荒屋

馴廣田護｝高道山

輪｛鈴魂季｝芋川

瀕｛金澤幸鉄子｝桂

嶽　
　
　
　
寺
山
中
町

　
　
　
．
来
　
　
　
沢

　
　
　
　
如
下
田
湯

、
翻
剛
美
也
子

｛井ノ川　　剛　如来寺

鈴木直美　下　山

｛高橋哲也　田　中
山口友子　湯沢町

上村芳朗（39）小出
高野ユキ子（43）芋沢

上原修三（44）荒屋
服部佐一（93）東田沢

上原義三（80）上山
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振替日

田村県民税　　　（2月2臼）

■国保税　（2月2田）
口国民年金・　（置月26田）

膣保育料　（2月2日）
■上下水道料　　　（1月26日）
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　　平成10年霞の小型除雪　　　与申製　・

　　　　　　　　　　　へ　冬期間の村道や集落内道路交通の確保等が困難であり、冬

期間の生活に著しい障害となっている地区で村道や集落内道

路の雪処理を共同で行なう地区に小型除雪機械を貸与します。

ただし、維持管理費は地元負担となります。

　なお、平成10年度は3地区を予定しています。

懸

一．一ノ　●
●

◆申込期限　2月27日㈹
◆申込方法

　電話で連絡してください。

　建設課管理係（内線262）
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庭野医院響箭需1

大坪医院．響碕碧1

富田医院鷺謂1

池田医院鷺謂1

津南病院饗扇囎

⑳
⑭
⑳
⑭
⑭

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
広
報
な

か
さ
と
」
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
穏
や
か
な
正
月

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
ス
キ
ー
場
は
雪
の
な
い
年
末
年

始
と
な
り
大
変
な
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が

こ
れ
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
が
大

晦
日
に
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

心
新
た
な
気
持
ち
で
交
通
事
故

の
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

／1月15日～2月5日＼

カレンダー一
鐘纈灘鱗蝋蝋．、 蹴顯顯灘灘　　　　　　　　　融鍛ト“灘縦摘獺　鞭燃＝討繊繍鱗灘羅距鞭蔚脚漁騨襯ウ脚嚢露㈹辮

15休） 祝日　成人の日

16働
心配ごと相談（山田虎一）

合ディサービスセンター　013：30～16：00
馨
糞
塗

霧
妻
17ω

18（日）

村民親子スキー教室
合清津スキー場　（∋8：30

ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　（∋11：00～11：40

19（月）

120㈹ 遊びの教室
合総合センター　（99：30～10：00受付

121㈱
補聴器相談（リオン）

倉役場　（∋13：45～14：00

122休）

123働
心配ごと相談（村山篤稔）

合ディサービスセンター　㊤13：30～16：00

行政相談
合老人福祉センター　（D13：30～16：00

ii

き24ω

125（日）

村民親子スキー教室
合清津スキー場　（98：30

ドーム中里き☆ら○ら定期投影

合ユーモール　（D11：00～11：40

126（月）

1
27（火〉

i28㈱
補聴器相談（リオン）

合役場　（D13：45～14：00

i29㈲
ii

130働
心配ごと相談（廣田和子）　倉ディサービス

センター　013：30～16：00

i31仕）

1（日）

村民親子スキー教室
合清津スキー場　（98：30

ドーム中里き☆ら○ら定期投影

合ユーモール　㊤11：00～11：40

2（月）

3㈹

4ωO
補聴器相談（リオン）

合役場　（∋13：45～14：00

5休）

　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　膿　　　　　　　　灘　　　　　　　繍　　　　　　懇灘　　　　叢漿　　　織灘　　鐵灘響灘i難

村撰憲軍　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

　　　　　一　　マイ馬γ一
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●人ロ男3，307人（＋4）女3，339人（＋4）計6，646人（＋8）●世帯数1、630（＋2）12月末現在
（）は前月比

一プ
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